
2026 年 4 ⽉⼊学 法学研究科⼊学試験要項の記載内容に関するお知らせ（訂正） 
 

このたび、皆さまにお配りした「2026 年 4 ⽉⼊学法学研究科⼊学試験要項」の記載内容
の⼀部に誤りがございました。受験⽣の皆さまならびに関係者の皆さまには、ご迷惑をおか
けしましたことを深くお詫び申し上げます。 

つきましては、修正箇所の新旧対照表を、以下のとおり案内いたします。ご確認のうえ、
お間違いのないようご注意ください。 
 

修正箇所の新旧対照表 

 
1. 法学研究科の⼈材育成⽬的の修正 
博⼠課程前期課程(2026 年 4 ⽉⼊学 ⼊学試験要項 P.1「２．法学研究科の⼈材育成⽬的」) 
 

旧 

本研究科は、法学・政治学の研究者、法学・政治学に関する⾼度な専⾨知識を必
須とする職業分野において活躍できる⼈材、および法学・政治学に関する特定の
テーマにおいて豊かな学識と教養を⾝につけた⼈材の養成を⽬的とする。 
 
①研究コース 
博⼠課程前期課程研究コースは、博⼠課程後期課程での研究および学修を視野に
⼊れつつ、法学・政治学の研究者を育成することを⽬的とする。 
 
②リーガル・スペシャリスト・コース 
博⼠課程前期課程リーガル・スペシャリスト・コースは、法学・政治学に関する
⾼度な専⾨知識を必須とする職業分野において活躍できる⼈材の育成を⽬的とす
る。 
 
③法政リサーチ・コース 
博⼠課程前期課程法政リサーチ・コースは、法学・政治学に関する特定のテーマ
において豊かな学識と教養を⾝につけた⼈材の育成を⽬的とする。 

新 

本研究科は、法学・政治学の研究者、法学・政治学に関する⾼度な専⾨知識を必
須とする職業分野において活躍できる⼈材、および法学・政治学に関する特定の
テーマにおいて豊かな学識と教養を⾝につけた⼈材の養成を⽬的とする。 
 
法学専攻博⼠課程前期課程は、法律学・政治学の専⾨的研究能⼒を涵養し、法律
学・政治学の専⾨知識を活かした研究者、職業⼈および法学・政治学に関する特
定のテーマにおいて豊かな学識と教養を⾝に着けた⼈材の養成を⽬的とする。 

 
 



2. 様式 LAW４「研究計画書」の修正 
博⼠課程前期課程（2026 年 4 ⽉⼊学 ⼊学試験要項 P.41 様式 LAW4「研究計画書」) 
下から 7 ⾏⽬ 
 

旧 

⽂字数の⽬安について 
・ 博⼠課程前期課程  学内（経営）：⽇本語で１,０００字程度 

留学⽣以外：⽇本語で４,０００字程度 
・ 博⼠課程後期課程 留学⽣：⽇本語で２,０００字程度 
・ 上記以外：内容ごとの⽂字数は⽇本語で 
（１）約５００字、（２）約５００字、（３）約 1,０００字、（４）約１,０００字 
の 合計 約３,０００字程度 
 

新 

⽂字数の⽬安について 
・ 博⼠課程前期課程  学内（経営）：⽇本語で１,０００字程度 
・ 博⼠課程後期課程 留学⽣以外：⽇本語で４,０００字程度 
           留学⽣：⽇本語で２,０００字程度 
・ 上記以外：内容ごとの⽂字数は⽇本語で 
（１）約５００字、（２）約５００字、（３）約 1,０００字、（４）約１,０００字 
の 合計 約３,０００字程度 
 

 
以上 

 


